
書
評
・
白
山
芳
太
郎
著
『
北
畠
親
房
の
研
究
』

一
ぺ
り
か
ん
杜
、
一
九
九
一
年
刊
一

下

川
　
玲
　
子

　
本
書
は
、
北
畠
親
房
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
白
山
芳
太
郎
氏
が
、
『
季

刊
日
本
思
想
史
』
等
に
発
表
し
た
論
考
を
一
冊
の
研
究
書
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
著
者
は
す
で
に
『
職
原
抄
の
基
礎
的
研
究
』
一
臨
川
書
店
、

一
九
八
○
年
一
を
著
わ
し
て
お
り
、
本
書
は
こ
れ
に
続
く
親
房
研
究
の
書

で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
本
書
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
、
次
に
近

年
の
代
表
的
な
親
房
研
究
を
概
観
す
る
。
最
後
に
、
本
書
が
親
房
研
究
の

歴
史
の
中
で
占
め
る
位
置
を
確
認
し
、
そ
の
意
義
と
問
題
点
を
考
察
す
る
。

本
書
の
内
容

　
本
書
の
章
や
節
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
考
で
あ
る
か
ら
、
章
な
い
し

節
ご
と
に
内
容
を
要
約
す
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
ま
ず
「
第
；
早
　
北
畠

親
房
の
思
想
的
基
盤
」
の
「
第
一
節
　
和
歌
に
み
る
北
畠
親
房
の
思
想
」

で
、
著
者
は
、
親
房
が
『
神
皇
正
統
記
』
や
『
古
今
集
註
』
等
の
著
作
で
、

後
村
上
天
皇
や
南
朝
の
皇
族
に
対
し
て
、
為
政
者
が
和
歌
を
学
ぶ
重
要
性

を
説
い
た
と
い
う
事
実
に
着
目
し
て
、
和
歌
を
治
政
の
手
段
と
見
な
す
発

想
が
古
代
中
国
思
想
の
詩
道
精
神
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
親
房
の
思

想
基
盤
に
は
儒
教
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
「
第
二
節
　
北
畠
親
房
の
思

想
的
基
盤
」
は
、
親
房
の
思
想
の
核
と
な
っ
て
い
る
神
道
を
考
察
の
対
象

と
す
る
。
彼
の
神
道
思
想
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
伊
勢
神
道
の
文
献
の
信
頼

性
の
高
い
部
分
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
神
の
恩
と
い
う
独
自
の
概
念
を
そ

こ
に
付
け
加
え
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
著
者
は
論
じ
る
。

　
「
第
二
章
　
北
畠
親
房
に
お
け
る
歴
史
研
究
と
官
職
研
究
」
の
「
第
一

節
　
　
『
神
皇
正
統
記
』
の
歴
史
思
想
」
で
は
、
著
者
は
、
『
職
原
紗
』
等

に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
細
部
を
考
察
し
、
親
房
が
上
古
や
近
代
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
証
拠
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
親
房
が
中
古

を
理
想
の
時
代
と
見
な
し
た
と
す
る
従
来
の
説
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
末
世
意
識
・
下
降
史
観
を
克
服
し
よ
う
と
す
る

親
房
の
歴
史
思
想
の
特
徴
は
、
各
時
代
の
官
職
制
度
の
良
い
部
分
を
利
用

し
て
現
実
の
混
乱
を
乗
り
切
る
と
い
う
彼
の
関
心
の
中
に
も
っ
と
も
よ
く
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現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
第
二
節
　
　
『
職
原
紗
』
の
内
容
と
書
名
」
の
中

心
課
題
は
、
『
職
原
抄
』
の
本
来
の
書
名
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
著

者
は
諸
写
本
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
職
原
抄
』
一
あ
る
い
は
『
職

原
抄
』
）
と
い
う
通
称
や
、
ほ
か
の
『
明
職
』
『
官
位
抄
』
等
の
書
名
が
、

ど
れ
も
後
人
の
命
名
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
こ
の
本
が
元
来
は
書
名
を

も
た
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
（
こ
の
書
評
は
『
職
原
紗
』
に
統
一
し
て
記

述
す
る
）
。
「
第
三
節
　
北
畠
親
房
の
摂
政
関
白
観
」
で
は
、
親
房
が
、
中

古
以
降
に
常
設
さ
れ
た
摂
政
関
白
と
い
う
令
外
官
の
職
を
、
藤
原
良
房
の

子
孫
が
独
占
す
る
の
を
容
認
し
た
理
由
が
考
察
さ
れ
る
。
親
房
が
そ
れ
を

容
認
し
た
理
由
は
、
乱
世
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
中
古
以
降
に
形
成
さ

れ
た
譜
第
の
家
を
重
用
し
、
官
職
制
度
を
運
営
す
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
親
房
が
、
宇
多
・
醍
醐
・
村
上
の
三
代
の
盛
時

を
、
後
宇
多
・
後
醍
醐
・
後
村
上
の
南
朝
三
代
に
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
い

た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。

　
「
第
三
章
北
畠
親
房
の
神
杜
研
究
」
の
「
第
一
節
　
北
畠
親
房
の
伊

勢
・
熱
田
・
三
輪
に
お
け
る
敬
神
」
に
よ
れ
ば
、
親
房
は
、
伊
勢
で
『
類

聚
神
祇
本
源
』
『
瑚
瑠
集
』
を
書
写
し
、
熱
田
に
関
す
る
『
熱
田
本
記
』
一
現

在
は
散
逸
）
を
執
筆
し
、
三
輪
で
『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』
を
閲
覧

し
て
い
る
。
著
者
は
、
親
房
の
こ
れ
ら
の
神
杜
に
関
す
る
古
典
研
究
の
精

神
を
「
敬
神
勤
王
」
と
要
約
す
る
。
「
第
二
節
　
　
『
二
十
一
杜
記
』
成
立

の
意
義
」
で
は
、
『
二
十
一
社
記
』
（
親
房
作
）
と
『
二
十
二
杜
本
縁
』
の

本
文
比
較
が
な
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
著
者
は
、
『
二
十
一
杜
記
』
が
複
数

の
神
祉
の
故
事
を
編
集
し
た
最
初
の
書
で
あ
り
、
後
村
上
天
皇
の
神
社
行

政
指
導
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
「
第
三
節

『
二
十
一
社
記
』
に
お
け
る
伊
勢
神
道
の
影
響
L
で
、
著
者
は
、
伊
勢
神

道
の
本
質
を
①
清
浄
②
正
直
③
元
レ
元
本
レ
本
を
強
調
す
る
点
に
見
い
だ

し
て
、
外
宮
を
内
宮
に
同
格
と
す
る
主
張
は
、
皇
字
論
争
中
に
付
加
さ
れ

た
枝
葉
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
親
房
は
『
二

十
一
社
記
』
や
『
神
道
正
統
記
』
に
お
い
て
、
伊
勢
神
道
の
本
質
的
部
分

を
的
確
に
取
り
入
れ
た
上
で
、
独
自
の
神
恩
思
想
を
展
開
し
て
い
る
と
論

じ
る
。

　
「
第
四
章
　
中
世
神
道
史
に
お
け
る
北
畠
親
房
の
位
置
」
の
「
第
一
節

中
世
神
観
の
系
譜
と
北
畠
親
房
の
天
照
大
神
観
」
で
は
、
親
房
以
前
の
伊

勢
の
祭
神
を
め
ぐ
る
神
観
と
、
親
房
が
そ
れ
を
批
判
的
に
承
け
て
展
開
し

た
神
観
が
論
じ
ら
れ
る
。
度
会
行
忠
は
、
皇
字
論
争
を
契
機
に
、
外
宮
を

内
宮
と
同
等
と
す
る
主
張
を
伊
勢
神
道
書
に
加
筆
し
た
。
他
方
、
そ
れ
に

助
力
し
た
度
会
家
行
は
、
古
典
の
記
述
を
重
視
し
、
ゆ
る
や
か
な
改
作
に

と
ど
め
た
。
親
房
は
、
家
行
の
学
問
的
態
度
を
継
承
し
、
外
宮
神
を
重
ん

じ
る
神
観
を
批
判
し
、
伊
勢
本
来
の
天
照
大
神
尊
重
の
立
場
を
採
る
。
さ

ら
に
彼
は
、
天
照
太
神
を
祭
る
こ
と
の
意
義
を
普
遍
化
し
、
全
国
民
に
応

用
で
き
る
よ
う
な
神
学
思
想
を
つ
く
っ
た
。
「
第
二
節
　
北
畠
親
房
の
思

想
と
伊
勢
神
道
」
は
、
親
房
の
神
道
思
想
が
、
単
に
伊
勢
神
道
の
本
質
的

部
分
を
継
承
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
独
自
の
思
想
的
営
為
の
成
果
を
含

む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
神
国
思
想
・
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
よ
る

国
家
観
・
仏
教
に
対
す
る
態
度
と
い
う
三
つ
の
問
題
、
あ
る
い
は
外
宮
神

尊
重
批
判
、
神
恩
思
想
な
ど
と
い
っ
た
問
題
に
っ
い
て
、
親
房
は
彼
独
自

の
見
解
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
第
三
節
　
中
世
神
道
史

に
お
け
る
北
畠
親
房
の
位
置
」
で
は
、
伊
勢
神
道
が
、
神
道
の
本
来
性
を

82



語
っ
た
神
道
史
上
最
初
の
思
想
大
系
で
あ
り
、
中
世
神
道
の
中
核
的
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伊
勢
神
道
の
流
布
範
囲
は
非

常
に
狭
か
っ
た
の
で
、
そ
の
本
質
部
分
を
吸
収
し
た
親
房
が
、
当
時
の
思

想
界
に
伊
勢
神
道
を
広
め
る
役
割
を
果
た
し
た
事
情
が
説
明
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
「
補
論
　
中
世
宗
教
運
動
と
伊
勢
神
道
発
生
」
は
、
鎌
倉
新

仏
教
の
成
立
・
旧
仏
教
σ
改
革
運
動
と
い
う
一
連
の
動
き
と
の
関
連
に
お

い
て
、
伊
勢
神
道
の
発
生
を
説
明
す
る
。
著
者
は
、
伊
勢
神
道
の
事
実
上

の
創
始
者
で
あ
る
度
会
行
忠
を
、
新
仏
教
の
祖
師
や
旧
仏
教
改
革
者
と
並

ぶ
中
世
教
祖
の
ひ
と
り
と
し
て
扱
う
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
。

二
　
近
年
に
お
け
る
親
房
研
究

　
戦
前
・
戦
後
の
代
表
的
な
親
房
研
究
の
い
く
つ
か
を
こ
こ
で
取
り
上
げ

て
お
く
こ
と
は
、
本
書
の
意
義
を
論
じ
る
た
め
に
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
戦
前
の
代
表
的
研
究
と
し
て
、
山
田
孝
雄
に
よ
る
注
釈
書
『
神
皇

正
統
記
述
義
』
（
民
友
社
、
一
九
三
二
年
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
の
書

の
巻
末
で
は
、
『
神
皇
正
統
記
』
の
論
理
構
成
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

日
本
は
神
々
が
生
ん
だ
神
国
で
あ
り
、
日
本
の
国
体
論
と
神
道
論
と
は
一

体
の
関
係
あ
り
、
神
道
論
は
神
器
論
と
関
連
す
る
。
さ
ら
に
、
神
器
論
は

一
方
で
皇
位
継
承
論
と
関
わ
り
、
他
方
で
は
君
徳
論
・
政
治
論
へ
と
展
開

す
る
と
い
う
。
山
田
は
、
親
房
が
「
国
体
学
」
に
空
前
の
境
地
を
開
拓
し

た
と
解
釈
し
、
当
時
の
国
家
神
道
の
立
場
か
ら
親
房
の
神
道
思
想
を
理
解

し
、
明
治
以
降
の
一
君
万
民
制
と
の
連
想
に
よ
っ
て
親
房
の
理
想
と
す
る

政
治
形
態
を
天
皇
親
政
と
断
定
す
る
。
つ
ま
り
、
山
田
の
解
釈
は
、
戦
前

の
天
皇
制
国
家
の
あ
り
方
を
親
房
に
投
影
し
す
ぎ
る
と
い
う
難
点
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
戦
後
の
研
究
に
目
を
移
そ
う
。
社
会
経
済
史
を
専
門
と
す
る
永

原
慶
二
は
、
松
本
新
八
郎
の
研
究
を
受
け
継
い
で
、
『
神
皇
正
統
記
』
や
『
職

原
紗
』
が
東
国
武
士
に
向
け
て
官
職
や
所
領
の
要
求
に
答
え
る
た
め
に
執

筆
さ
れ
た
と
考
え
た
一
『
慈
円
・
北
畠
親
房
』
日
本
の
名
著
9
、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
一
年
）
。
永
原
ら
の
主
張
は
、
戦
前
の
解
釈
へ
の
批
判
を

意
図
し
た
も
の
と
し
て
は
十
分
意
義
を
も
つ
。
し
か
し
、
例
え
ば
皇
統
の

正
統
に
関
す
る
親
房
の
見
解
に
つ
い
て
、
永
原
は
、
そ
れ
が
一
皇
族
と
い

う
限
定
は
つ
く
に
せ
よ
一
君
徳
者
が
皇
位
継
承
す
る
と
い
う
点
で
中
国
の

放
伐
思
想
に
近
い
も
の
と
解
釈
す
る
。
だ
が
、
実
際
に
親
房
が
正
統
と
記

載
し
た
の
は
神
武
か
ら
後
村
上
ま
で
の
直
系
天
皇
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
、

む
し
ろ
戦
前
の
万
世
一
系
解
釈
の
方
が
親
房
自
身
の
立
場
に
近
い
と
言
え

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
永
原
の
批
判
が
妥
当
で

あ
る
か
ど
う
か
は
、
検
討
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
永
原
が
、
『
神

皇
正
統
記
』
や
『
職
原
抄
』
や
結
城
親
朝
宛
の
書
簡
集
な
ど
を
、
総
合
的

に
考
察
し
て
親
房
像
を
明
ら
か
に
す
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。　
平
田
俊
春
に
よ
る
綿
密
な
文
献
学
的
研
究
、
『
神
皇
正
統
記
の
基
礎
的

研
究
』
一
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
）
を
挙
げ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

現
代
の
研
究
者
は
、
こ
の
研
究
を
踏
ま
え
ず
し
て
は
、
親
房
に
言
及
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
平
田
は
、
親
房
が
戦
陣
の
中
で
一
冊
の

参
考
書
も
な
く
『
神
皇
正
統
記
』
を
執
筆
し
た
と
い
う
通
説
を
疑
問
視
し
、
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そ
の
成
立
事
情
を
入
念
な
考
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
親
房

は
、
神
代
の
記
述
に
は
『
元
元
集
』
（
従
来
偽
作
と
さ
れ
て
い
た
が
、
平

田
が
こ
れ
を
親
房
作
で
あ
る
と
証
明
し
た
）
、
人
代
の
記
述
に
は
『
皇
代
記
』

（
現
在
は
親
房
が
参
考
に
し
た
も
の
は
散
逸
し
て
い
る
が
、
平
田
は
そ
の

復
元
を
試
み
て
い
る
）
、
そ
し
て
正
統
論
形
成
に
あ
た
っ
て
は
『
仏
祖
統
記
』

を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
親
房
と
宋
学
の
関
係
を
論
じ
た
我
妻
建
治
に
よ
る
研
究
、
『
神

皇
正
統
記
論
考
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。

我
妻
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
親
房
が
「
程
子
注
」
「
朱
子
注
」
な
ど
、

宋
学
の
基
礎
を
な
す
易
哲
学
に
つ
い
て
の
知
識
を
豊
富
に
有
し
て
い
た
こ

と
、
『
神
皇
正
統
記
』
に
は
宋
学
が
高
く
評
価
し
た
『
孟
子
』
に
基
づ
く

叙
述
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
親
房
が
識
緯
説
を
批
判
し
て
い
る

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
我
妻
は
、
宋
学
が
親
房
の
思
想

形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
結
論
づ
け
る
。

三
　
本
■
の
意
義
と
問
題
点

　
以
上
で
示
し
た
本
書
の
内
容
の
要
約
と
研
究
史
概
観
を
踏
ま
え
て
、
本

書
の
意
義
と
問
題
点
を
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
本
書
の
意
義
は
、
平
田
の
文
献
学
的
研
究
を
継
承
し
、
親
房

の
思
想
研
究
の
た
め
の
基
礎
作
業
を
一
段
と
進
め
た
点
に
あ
る
と
言
え
よ

う
。
著
者
は
、
前
著
『
職
原
抄
の
基
礎
的
研
究
』
に
お
い
て
と
同
様
、
本

書
で
も
諸
著
作
の
成
立
事
情
等
を
積
極
的
に
考
察
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
整

備
を
推
進
し
て
い
る
。
本
書
の
二
章
二
節
で
の
『
職
原
妙
』
の
書
名
の
考

証
、
三
章
二
節
で
の
『
二
十
一
社
記
』
と
『
二
十
二
社
本
縁
』
の
本
文
比

較
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
本
書
は
、
『
神
皇
正
統
記
』
の
み
で
は
な
く
親
房
の
諸
著
作

か
ら
彼
の
思
想
を
総
合
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
種
の
研
究
は
、
永
原
が
『
職
原
紗
』
や
結
城
親
朝
宛
て
書
簡
に
つ
い

て
、
あ
る
い
は
平
田
が
『
元
元
集
』
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
て
き
た
。
し
か
．

し
、
本
書
は
『
二
十
一
杜
記
』
・
『
東
家
秘
伝
』
・
『
古
今
集
註
』
な
ど

を
視
野
に
入
れ
、
総
合
的
研
究
を
一
層
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
と
関

連
し
て
、
『
神
皇
正
統
記
』
が
誰
に
向
け
て
書
か
れ
た
か
と
い
う
論
争
に

つ
い
て
の
著
者
の
立
場
は
興
味
深
い
。
後
村
上
天
皇
説
と
東
国
武
士
説
と

に
分
か
れ
未
だ
に
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
こ
の
論
争
に
つ
い
て
、
著
者
は
、

『
古
今
集
註
』
が
後
村
上
天
皇
の
た
め
の
和
歌
に
関
す
る
政
治
学
上
の
参

考
書
で
あ
り
一
一
八
頁
一
、
『
二
十
一
社
記
』
が
後
村
上
天
皇
の
神
社
行
政

の
参
考
書
と
考
え
一
二
九
頁
）
、
後
村
上
天
皇
説
を
支
持
す
る
。
こ
の

よ
う
な
見
解
の
是
非
は
と
も
か
く
、
親
房
の
主
要
著
作
を
後
村
上
天
皇
の

政
策
指
導
書
と
し
て
統
一
的
に
把
握
す
る
本
書
の
視
点
は
、
親
房
の
総
合

的
研
究
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
本
書
は
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
親
房
の
論
述
や
記
述
を
丹

念
に
調
べ
あ
げ
、
正
確
な
親
房
像
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
戦
前
の
山
田
に
よ
る
研
究
は
、
明
治
天
皇
制
を
投
影
し
て

解
釈
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た
。
他
方
、
永
原
は
戦
前
の
研
究
を
批
判
す

る
こ
と
を
意
識
し
、
古
代
ア
ジ
ア
的
専
制
国
家
を
武
士
団
が
解
体
し
て
中

世
が
成
立
し
た
と
い
う
杜
会
経
済
史
研
究
の
成
果
を
利
用
し
て
、
武
士
に

放
伐
思
想
を
説
く
親
房
像
を
描
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
な
る
二
っ
の
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解
釈
が
生
ま
れ
た
の
は
、
山
田
が
皇
国
史
観
に
、
永
原
が
杜
会
経
済
史
に

よ
る
思
想
理
解
の
方
法
に
囚
わ
れ
て
し
ま
い
、
彼
ら
自
身
が
描
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
親
房
像
へ
と
解
釈
を
展
開
す
る
あ
ま
り
、
親
房
の
記
述
を
詳

細
に
検
討
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
そ

の
よ
う
な
批
判
的
視
点
を
も
つ
ゆ
え
に
、
親
房
の
記
述
の
細
部
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
真
の
親
房
像
に
迫
り
、
戦
前
か
ら
戦
後
へ
と
時
代
の
変

動
に
翻
弄
さ
れ
た
親
房
研
究
を
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
戻
そ
う
と
す
る
。
こ

の
著
者
の
姿
勢
は
評
価
し
て
も
よ
い
。
た
だ
し
本
書
の
論
述
は
、
親
房
の

叙
述
の
細
部
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
二
章
の
一
節
や
三
節
等
で
は
解
釈
上

い
さ
さ
か
不
明
瞭
な
点
を
残
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
細
部
の
検
討

を
も
う
一
度
再
構
成
し
て
、
親
房
の
論
理
を
よ
り
原
理
的
に
把
握
す
る
作

業
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
本
書
四
章
に
見
ら
れ
る
北
畠
親
房
と
伊
勢
神
道
の
関
係
の
本

格
的
考
察
は
、
著
者
独
自
の
業
績
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
神
道
史
研
究
の

中
に
親
房
を
位
置
づ
け
る
研
究
は
あ
っ
た
が
、
親
房
研
究
の
中
に
神
道
史

を
取
り
込
ん
だ
研
究
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
の
伊
勢
神
道

解
釈
に
つ
い
て
は
、
「
伊
勢
神
道
の
実
体
に
対
す
る
著
者
の
捉
え
方
は
、

主
観
的
・
超
歴
史
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
佐
藤
真
人
の
指

摘
が
あ
る
の
で
（
『
宗
教
研
究
』
二
九
三
号
掲
載
の
本
書
の
書
評
一
、
今
後

い
っ
そ
う
実
証
的
で
客
観
的
な
歴
史
学
的
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
第
五
に
、
著
者
は
親
房
の
思
想
の
核
心
を
神
道
と
主
張
す
る
が
、
す
で

に
見
た
よ
う
に
、
我
妻
は
親
房
に
お
け
る
儒
学
（
と
り
わ
け
宋
学
一
の
影

響
の
大
き
さ
を
指
摘
す
る
。
親
房
に
神
道
と
儒
学
の
ど
ち
ら
が
よ
り
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う
問
題
は
、
今
後
さ
ら
に
追
究
さ
れ
る
べ
き

だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
著
者
の
思
想
研
究
の
方
法
に
問
題
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書

は
親
房
の
思
想
が
伊
勢
神
遣
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
と
い
う

事
実
関
係
を
追
究
す
る
よ
う
に
、
思
想
に
対
し
て
主
と
し
て
歴
史
的
・
外

在
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
そ
う
い
う
方
法
は
思
想

を
理
解
す
る
う
え
で
一
定
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
し
か
し
、
思
想
の

内
容
を
よ
り
深
く
把
握
す
る
た
め
に
は
、
思
想
の
も
つ
原
理
を
抽
出
し
た

り
、
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
が
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
近
世
思
想
史
研
究
で
は
、
「
自
然
法
則
」
と
「
道
徳
規
範
」
の
相
互

関
係
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
朱
子
学
の
思
想
を
解
明
す
る
試
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
親
房
研
究
に
お
い
て
も
、
著
者
の
外
在
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え

て
、
な
ん
ら
か
の
内
在
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

一
し
も
か
わ
・
り
ょ
う
こ
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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